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田
中
義
弘
は
、
Ｗ
・
Ｒ
・

ラ
ン
バ
ス
よ
り
最
初
に
受

洗
し
た
五
人
の
日
本
人
の

う
ち
の
一
人
で
あ
り
、
南

美メ
ソ
ヂ
ス
ト以
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン

よ
り
選
ば
れ
て
、
東
京
青

山
の
フ
ィ
ラ
ン
デ
ル
・
ス

ミ
ス
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
一
致

神
学
校
に
入
学
し
、
同
一

致
神
学
校
か
ら
中
山
栄
之
助
、
鵜
崎
庚
午
郎
と
と
も
に
、
創
立
さ
れ

た
関
西
学
院
へ
編
入
し
、
関
西
学
院
神
学
部
第
一
回
の
卒
業
生
と

な
っ
た
。
在
学
中
は
、
関
西
学
院
基
督
教
青
年
会
で
活
躍
す
る
一
方
、

勧
士
の
免
状
を
得
て
地
方
伝
道
に
従
事
し
、
さ
ら
に
地
方
伝
道
者
の

資
格
を
得
て
、

卒
業
と
同
時
に
広
島
教
会
補
助
伝
道
者
と
し
て
赴
任
し
た
。
ま
た
、

健
康
上
の
理
由
か
ら
伝
道
活
動
に
従
事
で
き
な
か
っ
た
時
期
は
、
教

員
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
経
験
か
ら
関
西
学
院
中
学
部
長
と
し
て
活

躍
し
た
。
こ
の
よ
う
に
田
中
義
弘
は
、「
基
督
教
ノ
伝
道
ニ
従
事
セ

ン
ト
ス
ル
者
ヲ
養
成
シ
、
且
ツ
基
督
教
ノ
主
義
ニ
拠
リ
テ
日
本
青
年

ニ
知
徳
兼
備
ノ
教
育
ヲ
授
ク
ル
ニ
ア
リ
」（
第
二
款
）
と
関
西
学
院

憲
法
が
謳
う
二
つ
の
目
的
を
と
も
に
実
現
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
っ

た
。

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
八
七
〇
年
に
広
島
市
に
生
ま
れ
た
田
中
義
弘
は
、
小
中
学
校
時

代
を
広
島
で
過
ご
し
て
後
、
海
軍
兵
学
校
入
学
の
希
望
を
も
ち
、
大

阪
の
第
三
高
等
中
学
校
（
予
科
）
に
入
学
し
た
も
の
の
、
病
を
得
て

広
島
に
帰
郷
し
た
。
当
時
広
島
で
伝
導
活
動
を
し
て
い
た
Ｗ
・
Ｒ
・

ラ
ン
バ
ス
と
出
会
い
、
洗
礼
を
受
け
た
。
再
び
上
阪
し
た
田
中
は
、

関
西
学
院
創
立
時
に
校
主
と
な
っ
た
中
村
平
三
郎
が
経
営
し
、
Ｗ
・

Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
や
Ｂ
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
タ
ス
も
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
大

阪
予
備
校
の
教
師
と
な
っ
た
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ス
の
大
分
尋
常
中
学
校
赴
任
に
際
し
、
通
訳
と
し
て
同

行
し
、
大
分
伝
道
に
も
協
力
し
た
。
そ
の
よ
う
な
協
力
も
あ
っ
て
、

一
八
八
八
年
に
南
美
以
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
選
ば
れ
、
八
六
年
に

す
で
に
合
同
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
フ
ィ
ラ
ン
デ
ル
・
ス
ミ
ス
・
メ
ソ

ヂ
ス
ト
一
致
神
学
校
に
入
学
し
、
八
九
年
の
創
立
に
と
も
な
い
関
西

　

一
八　

田た

中な
か　

義よ
し
ひ
ろ弘

一
八
九
一
年
六
月
第
一
回
卒
業
記
念

ア
ル
バ
ム
「
旧
関
西
学
院
か
ら
上
ケ
原
へ
」
よ
り
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学
院
神
学
部
に
編
入
し
た
。
在
学
中
の
田
中
は
、
勉
学
に
励
む
一
方
、

関
西
学
院
基
督
教
青
年
会
で
活
躍
し
、
伝
道
に
も
努
め
、
さ
ら
に
は

山
口
美
以
教
会
の
英
語
学
校
設
立
に
も
協
力
し
た
。

　

一
八
九
一
年
六
月
九
日
に
神
学
部
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
て
後
、

広
島
教
会
補
助
伝
道
者
と
し
て
赴
任
し
た
。
神
戸
美
以
教
会
に
移
り
、

そ
の
自
給
に
努
め
、
日
本
で
最
初
の
自
給
教
会
の
牧
師
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
一
八
九
八
年
に
は
、
大
阪
東
部
美
以
教
会
主
任
牧
師
に
任
命

さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
〇
六
年
に
は
京
都
中
央
基
督
教
会
（
後
の
日

本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
中
央
教
会
）
の
新
会
堂
建
設
に
着
手
し
、
伏
見

講
義
所
を
開
設
す
る
な
ど
「
今
日
の
京
都
中
央
教
会
は
、
田
中
君
の

辛
苦
と
努
力
と
に
由
っ
て
成
つ
た
」
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
年
会
で
の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
一
八
九
七
年
に
は
、

大
阪
巡
回
区
主
任
伝
道
者
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
後
も
一
九
〇
〇
年
に

松
山
巡
回
区
へ
、
〇
五
年
に
は
京
都
巡
回
区
に
転
任
し
た
。
さ
ら
に

一
三
年
に
近
畿
部
長
に
任
命
さ
れ
、
一
五
年
に
日
曜
学
校
共
励
会
局

長
に
選
出
さ
れ
、
さ
ら
に
二
六
年
に
は
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
教
育

委
員
長
に
就
任
す
る
な
ど
活
躍
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
阪
予
備
校
、
大
分
尋
常
中
学
校
、
山
口
美
以
教
会
の
英

語
学
校
、
広
島
女
学
校
の
牧
師
兼
教
師
、
広
島
の
高
等
英
学
院
で
教

育
者
と
し
て
働
ら
き
、
一
九
〇
七
年
九
月
に
は
、
関
西
学
院
神
学
部

で
牧
会
学
講
師
を
嘱
託
さ
れ
た
。
田
中
は
、
そ
の
後
も
、
〇
九
年
四

月
に
は
関
西
学
院
神
学
部
神
学
科
の
教
師
と
な
り
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ビ

ル
ト
大
学
に
牧
会
学･

説
教
学
研
究
の
た
め
派
遣
さ
れ
、
帰
国
後
の

一
一
年
四
月
に
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
に
代
わ
り
神
学
部
礼
拝
主
事

に
就
任
。
ま
た
神
学
部
教
授
と
し
て
実
践
神
学
を
担
当
し
た
。
そ
の

後
、
二
〇
年
四
月
に
は
関
西
学
院
中
学
部
長
に
就
任
、
二
二
年
に
は

兵
庫
県
教
育
会
（
現
・
教
育
委
員
会
）
の
評
議
員
並
に
幹
事
に
就
任

し
教
育
界
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
そ
の
死
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
り
、

中
学
部
教
育
に
尽
瘁
し
た
。

　

Ⅱ　

略
歴

一
八
七
〇
年
一
〇
月　

二
日 

一
八
八
六
年
頃　
　
　
　
　

一
八
八
七
年　

六
月
二
六
日 

田
中
莠
造
・
ツ
ネ
の
長
男
（
幼
名
は
愼
太
郎
）

と
し
て
広
島
市
稲
荷
町
に
生
ま
れ
た
。

小
・
中
学
校
時
代
を
広
島
で
過
ご
し
、
海

軍
兵
学
校
へ
の
入
学
を
希
望
し
上
阪
。

一
八
八
六
年
開
設
の
第
三
高
等
中
学
校
（
予

科
）
に
学
ぶ
。
海
軍
兵
学
校
受
験
の
た
め

上
京
し
た
際
、
急
病
の
た
め
受
験
を
あ
き

ら
め
広
島
に
帰
郷
。

Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
（Lam

buth

）
よ
り

洗
礼
を
受
け
る
。
受
洗
後
、
再
び
上
阪
、
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私
立
大
阪
予
備
校
の
教
師
と
な
る
。
同
校

で
教
師
を
し
て
い
た
Ｂ
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
タ
ス

（W
aters

）
と
出
会
う
。

ウ
ォ
ー
タ
ス
が
大
分
尋
常
中
学
校
に
赴
任
す

る
際
通
訳
と
し
て
同
行
し
、
大
分
美
以
教
会

で
の
伝
道
に
も
協
力
し
た
。
後
に
田
中
の
妻

と
な
る
奈
古
寛ユ
タ

は
大
分
美
以
教
会
で
、
七
月

二
一
日
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
よ
り
受
洗
、
日

本
人
最
初
の
受
洗
者
五
人
の
う
ち
の
一
人
で

あ
っ
た
。
七
月
上
旬
ウ
ォ
ー
タ
ス
は
神
戸
に

帰
り
、
田
中
、
奈
古
一
家
も
九
月
中
旬
相
次

ぎ
大
分
を
去
り
広
島
に
帰
郷
。

南
美
以
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
選
ば
れ
て
、

東
京
青
山
の
フ
ィ
ラ
ン
デ
ル
・
ス
ミ
ス
・
メ

ソ
ヂ
ス
ト
一
致
神
学
校
に
入
学
。

A
nnual M

eeting 3rd. 

で
通
訳
に
選
出
。

関
西
学
院
創
立
、
フ
ィ
ラ
ン
デ
ル
・
ス
ミ

ス
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
一
致
神
学
校
か
ら
中
山
栄

之
助
、
鵜
崎
庚
午
郎
ら
と
と
も
に
、
創
立
さ

れ
た
関
西
学
院
へ
編
入
。

基
督
教
青
年
同
盟
社
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
に
加
盟

申
請
を
提
出
。

関
西
学
院
基
督
教
青
年
会
（
以
下
で
「
基
督

教
青
年
会
」
と
略
記
す
る
）
の
副
会
長
兼
会

計
と
な
る
。
会
長
は
中
山
栄
之
助
、
通
信
兼

記
録
書
記
は
鵜
崎
庚
午
郎
、
祈
祷
会
委
員
は

太
田
義
三
郎
・
住
田
吉
太
郎
。

基
督
教
青
年
会
第
二
回
例
会
に
お
い
て
、｢

人
間
ト
自
然
ト
ノ
関
係｣

を
講
演
。

基
督
教
青
年
会
第
三
回
例
会
に
お
い
て
、｢

宝
玉
ノ
価
値｣

を
講
演
。　

大
阪
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
基
督
教
青
年

会
聯
合
大
会
に
出
席
。

基
督
教
青
年
会
の
役
員
改
選
で
会
長
に
就
任
。

山
口
美
以
教
会
（
現
・
日
本
基
督
教
団
山
口

信
愛
教
会
）
の
英
語
学
校
設
立
に
際
し
Ｋ
・

ハ
ー
ラ
ン
（H

arlan

）
を
補
佐
。

神
学
部
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
。
当
時
の
神

学
生
は
伝
道
者
と
し
て
の
任
務
を
負
っ
て
い

た
の
で
最
初
は
勧
士
の
免
状
を
受
け
、
さ
ら

に
地
方
伝
道
者
の
資
格
を
得
て
、
卒
業
と
同

時
に
広
島
教
会
補
助
伝
道
者
と
し
て
赴
任
。

一
八
八
八
年　

三
月

　
　
　
　
　

一
〇
月　
　

 

一
八
八
九
年  

九
月　

六
日 

　
　
　
　
　
　

九
月
二
八
日 

　
　
　
　
　

一
一
月
二
二
日 

　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
日 

　
　
　
　
　

一
二
月
二
八
日 

一
八
九
〇
年  

一
月
一
〇
日 

　
　
　
　
　

  

二
月
一
一
日 

　
　
　
　
　

一
〇
月
二
三
日 

一
八
九
一
年  

一
月
・
二
月　

　
　
　
　
　
　

六
月  

九
日 
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A
nnual M

eeting 5th.

で
、
主
任
牧
師

ウ
ォ
ー
タ
ス
の
補
助
牧
師
に
指
名
さ
れ
、
広

島
伝
道
に
励
む
。
こ
の
頃
神
戸
に
行
く
船
上

で
日
野
原
善
輔
と
出
会
い
、
日
野
原
の
関
西

学
院
入
学
の
機
会
を
つ
く
る
。

第
一
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会
（
神
戸
）
に

お
い
て
、伝
道
者（
教
師
）試
補
に
登
用
さ
れ
、

広
島
、
山
口
（
大
島
・
柳
井
）
で
活
動
。

第
二
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会
（
広
島
）
で
、

神
戸
美
以
教
会
（
現･

日
本
基
督
教
団
神
戸

栄
光
教
会
）
牧
師
に
任
命
。

関
西
学
院
第
五
回
評
議
員
会
に
お
い
て
書
記

に
就
任
。

第
三
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会（
関
西
学
院
）

で
ギ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ
監
督
か
ら
執
事
の
按
手
礼
。

吉
岡
美
国
の
司
式
で
奈
古
寛
と
結
婚
。

神
戸
美
以
教
会
は
自
給
を
達
成
し
、
自
給
し

た
教
会
の
最
初
の
日
本
人
牧
師
と
な
る
。

長
男
明
弘
誕
生
（
翌
年
二
月
死
去
）。

第
五
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会
（
広
島
）
で
、

長
老
（
正
教
師
）
と
な
る
。

第
六
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会
（
松
山
）
で
、

大
阪
巡
回
区
主
任
伝
道
者
に
任
命
。

長
女
喜
美
代
誕
生
（
後
に
、
関
西
学
院
中
学

部
部
長 

畑
歓
三
と
結
婚
）。

第
一
回
関
西
学
院
同
窓
懇
親
会
に
出
席
。

第
七
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会
（
神
戸
）
で
、

大
阪
東
部
美
以
教
会
（
現･

日
本
基
督
教
団

東
梅
田
教
会
）
主
任
牧
師
に
任
命
。

神
戸
美
以
教
会
で
卒
業
の
説
教
。

｢

青
山
神
学
校
今
昔
ノ
感｣

を
『
護
教
』
に

掲
載
。

第
九
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会
（
広
島
女
学

校
）
で
松
山
巡
回
区
に
転
任
。

秋
季
大
挙
伝
道
の
一
部
が
山
口
美
以
教
会
で

開
催
（
〜
一
一
月
三
日
）
さ
れ
、｢

基
督
教
と

社
会｣

、｢

人
の
品
性｣

、｢

我
信
ず
る
基
督｣

、

｢

基
督
の
実｣

、｢

基
督
教
徒
と
は
何
ぞ
や｣

等
の
説
教
。

健
康
を
害
し
た
為
、
年
会
員
を
辞
し
広
島
に

帰
る
。
高
等
英
学
院
を
開
校
。

次
男
彰
寛
誕
生
（
後
年
、
関
西
学
院
大
学
教

　
　
　
　
　
　

八
月　

九
日 

一
八
九
二
年　

七
月 

一
八
九
三
年　

七
月 

一
八
九
四
年　

八
月
一
四
日 

　
　
　
　
　
　

八
月　

 

　
　
　
　
　
　

九
月
一
八
日 

　
　
　
　
　

一
〇
月　

一
日

一
八
九
六
年
一
〇
月　

一
日 

　
　
　
　
　

一
〇
月　

 

一
八
九
七
年　

九
月 

　
　
　
　
　

一
二
月　

一
日 

一
八
九
八
年  

八
月
二
一
日 

　
　
　
　
　
　

八
月 

一
九
〇
〇
年  

三
月
二
五
日 

　
　
　
　
　
　

七
月 

　
　
　
　
　
　

八
月　

 

一
九
〇
一
年
一
〇
月
二
九
日 

一
九
〇
二
年　

八
月 

一
九
〇
三
年　

五
月　

三
日 
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授
）。

広
島
美
以
教
会
に
於
い
て
ウ
ェ
ス
レ
ー
記
念

会
を
開
催
、｢

ウ
ェ
ス
レ
ー
と
教
育｣

を
演

説
。

第
一
二
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会
（
広
島
女

学
校
）
で
地
方
伝
道
者
と
な
る
。
広
島
駐
在

所
の
掘
峰
橘
牧
師
の
病
気
休
養
の
た
め
事
情

の
許
す
限
り
こ
の
教
会
に
盡
力
。
ま
た
、
広

島
女
学
校
の
牧
師
兼
教
師
に
就
任
。

第
一
三
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会
（
神
戸
）

で
年
会
に
復
帰
し
、
山
口
美
以
教
会
牧
師
に

任
命
。
Ｗ
・
Ｊ
・
キ
ャ
ラ
ハ
ン
（Callahan

）

も
こ
の
月
山
口
に
着
任
。
田
中
も
協
力
し
て

高
等
学
校
の
学
生
伝
道
に
盡
力
。 
後
に
関
西

学
院
図
書
館
の
初
代
司
書
と
し
て
勤
務
し
た

磯
部
泰
治
も
、
山
口
で
キ
ャ
ラ
ハ
ン
ら
に
英

語
を
学
ぶ
。

安
息
日
礼
拝
説
教 ｢

來
（
ヘ
ブ
ラ
イ
）書

一
二
〜
一
〇
」。

安
息
日
礼
拝
説
教
「
羅（
ロ
 
マ
）書八

五
」。

第
一
四
期
南
美
以
教
会
日
本
年
会
（
関
西
学

院
）
で
京
都
巡
回
区
に
転
任
。

京
都
中
央
基
督
教
会
（
現･

日
本
基
督
教
団

京
都
御
幸
町
教
会
）の
新
会
堂
建
設
に
着
手
。

伏
見
講
義
所
の
開
設
。

三
男
輝
弘
誕
生
。

父
莠
造
死
去
。

三
派
合
同
に
よ
る
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の

設
立
総
会
、
東
京
青
山
で
開
催
。

関
西
学
院
神
学
部
で
牧
会
学
講
師
を
嘱
託
。

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
中
央
教
会
、
京
都
御

幸
町
に
移
転
。

 ｢

如
何
に
し
て
求
道
者
を
養
成
す
べ
き
乎｣

（『
護
教
』
第
八
六
〇
号
、
一
九
〇
八
年
一
月

一
八
日
、
七
頁
）。

第
一
回
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
西
部
年
会

（
神
戸
）
開
催
。

第
二
回
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
西
部
年
会

（
福
岡
）
開
催
、
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
京
都
中

央
教
会
の
牧
師
を
退
任
。
ま
た
、
関
西
学
院

職
員
と
し
て
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
神
戸
教
会
四

季
会
に
所
属
。

関
西
学
院
神
学
部
の
教
師
（
神
学
科
）
に
就

　
　
　
　
　
　

六
月
二
八
日 

　
　
　
　
　
　

九
月   

一
九
〇
四
年　

八
月 

一
九
〇
五
年　

五
月　

七
日 

　
　
　
　
　
　
　
　

二
八
日 

　
　
　
　
　
　

九
月　

 

一
九
〇
六
年　

一
月　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

三
月　

二
日 

　
　
　
　
　
　

五
月
一
六
日 

一
九
〇
七
年　

一
月
二
五
日 

　
　
　
　
　
　

五
月
二
二
日 

　
　
　
　
　
　

九
月　
　
　

 

　
　
　
　
　

一
〇
月　

七
日 

一
九
〇
八
年　

一
月　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

三
月 

一
九
〇
九
年　

三
月

　
　
　

 
　
　
　
　
　
　

四
月
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任
。
説
教
学
・
牧
会
学
・
教
会
政
治
学
・
条

例
例
文
を
担
当
。

関
西
学
院
よ
り
ヴ
ァ
ン
ダ
ビ
ル
ト
大
学
に

牧
会
学･

説
教
学
研
究
の
た
め
派
遣
。

横
浜
よ
り
天
洋
丸
で
渡
米
。

｢
ナ（
マ
　
マ
）

シ
ビ
ル
に
向
は
れ
た
り｣

。

｢
米
国
雑
感―

加
州
よ
り
聖（
セ
ン
ト
ル
イ
ス
）

路
易
市
ま
で

｣

、「
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
の
ウ
ェ
ン
ラ
イ
ト
氏

を
訪
問
」、「
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
市
よ
り
」、「
マ

シ
ュ
ー
ス
教
授
の
郷
里
を
訪
問
」
を
『
護
教
』

に
掲
載
。

｢

加
奈
多
及
北
米
学
生
大
会
（
一
）、（
二
）、

（
三
）｣

に
出
席
（
〜
一
月
二
日
）
を
『
護
教
』

に
掲
載
。

｢

米
国
の
一
年
会
を
訪
ふ｣

（『
護
教
』
第

九
六
三
号
、 

一
八
九
八
年
一
月
八
日
、九
頁
）

ヴ
ァ
ン
ダ
ビ
ル
ト
大
学
神
学
部
で
実
践
神
学

を
研
鑽
中
。

｢

南
美
以
教
会
総
会
雑
感
：
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
州
ア（

マ

マ

）

ッ
シ
ュ
ビ
ル
市
で
開
催
さ
れ
た
第

一
六
回
総
会
に
本
多
庸
一
監
督
・
堀
峰
橘
氏

と
共
に
参
加
。
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
氏
、
監

督
に
選
任
さ
れ
る
。」な
ど
の
報
告
を『
護
教
』

に
掲
載
。

｢

第
一
六
回
南
美
以
教
会
総
会
記
要
（
一
）

〜
（
二
）｣

を
『
護
教
』
に
掲
載
。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
第
六
回
万
国

日
曜
学
校
大
会
」
に
本
田
監
督
等
と
参
加
、

開
会
式
の
祝
祷
。

近
信
報
告
「
六
月
一
五
日
〜
九
月
二
日
ま
で

シ
カ
ゴ
大
学
に
て
勉
強
致
し
候｣

。

｢

今
夏
大
水
害
と
迷
信
の
解
除｣

論
據 

（
路
（
ル
カ
）

一
三
、一
〜
五
、
約
（
ヨ
ハ
ネ
）
八
、一
〜
一
一
）
を
『
護

教
』
に
掲
載
。

「
シ
カ
ゴ
大
学
を
回
り
、

桑
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
港

か
ら

一
月
中
旬
帰
国
の
予
定
」。

桑
港
発
、
天
洋
丸
に
て
帰
国
。

無
事
帰
朝
。

東
京
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
役
者
会
で｢

米
国
の
宗

教
界｣

の
題
で
所
感
。

関
西
学
院
に
立
ち
寄
り
、
一
五
日
広
島
に
帰

郷
。

　
　
　
　
　
　

四
月
一
五
日 

　
　
　
　
　
　

四
月
一
七
日 

　
　
　
　
　
　

五
月
上
旬 　

　
　
　
　
　
　

七
月　
　
　

　
　
　
　
　

一
二
月
二
九
日 

一
九
一
〇
年　

一
月　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

五
月       

　
　
　
　
　
　

六
月      

　
　
　
　
　
　

九
月 

　
　
　
　
　

一
二
月　

   

一
九
一
一
年　

一
月
一
八
日 

　
　
　
　
　
　

二
月　

四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
日 

　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
日 
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家
族
と
と
も
に
神
戸
加
納
町
に
移
る
。
Ｃ
・

Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
（Bates

）
に
代
わ
り
神

学
部
礼
拝
主
事
に
就
任
。
聖
書
研
究
、
祈
祷

会
、
日
曜
学
校
等
の
改
善
に
尽
力
。
実
践

神
学
を
教
授
。

｢
船
橋
雄
君
の
「
聖
書
教
授
問
題｣

（『
護
教
』

第
一
〇
四
四
号
）を
読
む
」を
掲
載（『
護
教
』

第
一
〇
四
七
号
、一
九
一
一
年
八
月
一
九
日
、

三
頁
）。

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
第
二
回
総
会
（
中
央

会
堂
）
に
お
け
る
議
員
懇
談
会
の
演
題｢

総

会
に
希
望
し
た
い
三
原
則｣
（
要
旨
）
を
掲

載
（『
護
教
』
第
一
〇
五
五
号
、
一
九
一
一

年
一
〇
月
二
一
日
、
一
三
頁
）。

第
六
回
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
西
部
年
会

（
大
分
）
で
近
畿
部
長
に
任
命
。

一
ヶ
月
ほ
ど
朝
鮮
に
旅
行
伝
道
を
試
み
、
同

窓
た
ち
と
旧
交
を
温
め
る
。
朝
鮮
部
会
に

派
遣
さ
れ
、
部
会
お
よ
び
巡
回
説
教
に
尽
力

す
る
。

第
七
回
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
朝
鮮
部
会（
京
城
）

に
参
加
、｢

使
徒
行
伝
に
つ
い
て｣

、｢

天

下
公
道
」
等
に
つ
い
て
説
教
（
〜
一
八
日
）。

｢

朝
鮮
紀
行｣

を
掲
載
（『
護
教
』
第

一
二
一
六
号
、一
九
一
四
年
一
一
月
二
〇
日
、

七
頁 

）。

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
第
三
回
総
会
（
青
山

学
院
）
で
日
曜
学
校
共
励
会
局
長
に
選
出
。

｢

護
教
梗
概
案
内
（
説
教
構
案
）（
一
）
〜

（
一
〇
）｣

を
掲
載
（『
護
教
』
第
一
三
一
一

〜
一
三
六
三
号
、
一
九
一
六
年
九
月
一
五
日

〜
一
九
一
七
年
九
月
二
一
日
）。

日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
第
四
回
総
会
（
銀
座

教
会
）
で
日
曜
学
校
共
励
会
局
長
に
再
任
。

関
西
学
院
中
学
部
長
に
就
任

夏
の
第
六
回
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会

で
優
勝
。　
　
　
　

全
国
少
年
野
球
協
会
主
事
に
選
出
、
後
に
副

会
長
に
就
任
。

｢

恩
師
監
督
ラ
ン
バ
ス
博
士
を
追
悼
す｣

を
掲
載
（『
教
界
時
報
』
第
一
五
七
六
号
、

一
九
二
一
年
一
一
月
一
八
日
）。

　
　
　
　
　
　

四
月       

　
　
　
　
　
　

八
月

　　
　
　
　
　

一
〇
月 

一
九
一
三
年　

三
月 

一
九
一
四
年
一
〇
月　
　

   

　
　
　
　
　

      

一
五
日 

　
　
　
　
　

一
一
月　
　

   

一
九
一
五
年
一
〇
月　
　

一
九
一
六
年　

九
月　

一
九
一
九
年
一
〇
月 

一
九
二
〇
年　

四
月  

一
日 

　
　
　
　
　
　

八
月
一
九
日 

一
九
二
一
年　
　
　
　
　
　

 
　
　
　
　
　

一
一
月　
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こ
の
頃
兵
庫
県
教
育
会
評
議
員
な
ら
び
に
幹

事
に
就
任
し
、
教
育
界
に
も
貢
献
。

関
東
大
震
災
発
生
し
、
部
長
と
し
て
被
災
地

生
徒
を
中
学
部
に
臨
時
収
容
。

第
一
回
三
日
月
キ
ャ
ン
プ
（
小
豆
島
）
を
開

催
、
以
後
第
一
五
回
（
一
九
四
〇
年
）
ま
で

続
く
。

松
本
益
吉
博
士
の
急
逝
（
前
年
一
二
月
一
七

日
）
に
よ
り
、
後
任
と
し
て
日
本
メ
ソ
ヂ
ス

ト
教
会
教
育
委
員
長
に
就
任
、
翌
年
組
織
替

え
に
よ
り
教
育
局
長
に
選
任
さ
れ
た
。

米
国
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
総
会
参
列
の

た
め
神
戸
よ
り
天
洋
丸
で
渡
米
。　
　

｢

外
遊
だ
よ
り
（
一
）
〜
（
四
）｣
を
掲
載

（『
教
界
時
報
』
第
一
八
〇
四
〜
一
八
〇
七

号
、
一
九
二
六
年
六
月
四
日
〜
二
五
日
、
各

五
、五
、四
、三
頁
）

帰
朝
。

銀
座
教
会
、
横
浜
教
会
で
説
教
。

横
浜
発
海
路
で
神
戸
に
帰
着
。

神
戸
東
部
教
会
（
現･

日
本
基
督
教
団
神
戸

東
部
教
会
）
で
開
催
さ
れ
た
、
堀
牧
師
伝
道

三
〇
年
記
念
祝
会
で
、｢

神
の
人―

羅（
ロ

馬マ
）

書

一
〇
〜
一
五｣

を
説
教
。

理
事
会
で
中
学
部
の
上
ケ
原
移
転
が
決
定
。

上
ケ
原
移
転
問
題
に
つ
い
て
、
中
村
賢
二
郎

に
よ
れ
ば
「
田
中
君
は
、
中
学
部
は
多
大
な

影
響
を
被
る
。
在
学
生
の
大
半
は
神
戸
に
在

住
し
て
い
る
し
、
何
よ
り
も
母
校
の
ご
と
き

神
の
啓
示
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
こ
の
教
育

事
業
は
単
な
る
経
営
体
で
は
な
く
、
そ
の
創

立
者
の
建
学
の
精
神
と
そ
の
発
祥
の
地
を
守

る
べ
き
で
あ
る
。
中
学
部
だ
け
で
も
原
田
の

森
に
留
ま
り
、
神
の
御
胸
に
従
う
べ
き
で
あ

る
と
」。
当
初
反
対
で
あ
っ
た
田
中
も
結
局

は
学
院
全
体
の
将
来
の
た
め
に
は
全
校
あ
げ

て
の
移
転
に
同
意
。

上
ケ
原
新
校
地
に
お
い
て
起
工
式
を
挙
行
。

第
五
回
全
国
選
抜
中
等
学
校
野
球
大
会
に
お

い
て
和
歌
山
中
学
と
決
勝
を
戦
い
優
勝
。

中
学
部
生
徒
等
は
優
勝
し
た
褒
美
に
眞
鍋
教

頭
を
団
長
と
し
て
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
各

一
九
二
二
年　

四
月 

一
九
二
三
年　

九
月　

一
日 

一
九
二
五
年　

七
月
一
七
日 

一
九
二
六
年　

二
月　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

四
月　

三
日 

　
　
　
　
　
　

六
月　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

八
月

　
　
　
　
　
　
　
　

二
二
日 

　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
日 

　
　
　
　
　

一
一
月
一
四
日 

一
九
二
七
年　

九
月
二
二
日 

　
一
九
二
八
年　

二
月
二
九
日 

　
　
　
　
　
　

四
月  

五
日 

　
　
　
　
　
　

六
月
二
七
日
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地
を
派
遣
旅
行
（
〜
九
月
三
日
）。

原
田
の
森
最
後
、
ま
た
田
中
に
と
っ
て
も
最

後
に
な
る
中
学
部
第
三
六
回
卒
業
式
挙
行
。

上
ケ
原
へ
移
転
開
始
（
〜
一
六
日
）。 　

杉
原
成
義
を
通
じ
て
「
中
学
部
の
大
講
堂
の

正
面
に
一
の
扁
額
を
掲
ぐ
る
為
に
、
北
大
総

長
佐
藤
昌
介
博
士
に
揮
毫
を
依
嘱
し
て
…
…

博
士
、
欣
然
快
諾
、『
敬
神
愛
人
』
の
四
大

文
字
を
書
し
て
田
中
君
に
送
ら
れ
た
」（『
教

界
時
報
』
第
一
九
八
八
号
、
一
九
三
〇
年
一

月
一
七
日
、
五
頁 
）。

狭
心
症
の
た
め
死
去
。

関
西
学
院
学
院
葬
挙
行
。

杉
原
成
義｢

田
中
義
弘
君
の
死
を
悼
む
」
を

掲
載
（
前
掲
『
教
界
時
報
』
第
一
九
八
八
号
、

五
頁
）。

一
九
二
九
年　

三
月　

九
日 

　
　
　
　
　
　

三
月
一
五
日 

　
　
　
　
　
　

夏　
　
　
　
　

一
九
三
〇
年　

一
月　

三
日 

　
　
　
　
　
　

一
月　

五
日 

　
　
　
　
　
　

一
月 

神
学
校
〉
に
於
い
て
尊
敬
の
的
と
成
っ
た
」
と
若
き
田
中
を
回
想
し

た
。
そ
の
理
由
に「
其
の
当
時
よ
り
英
語
は
頗
る
達
者
」で「
ニ
ュ
ー

ト
ン
博
士
の
旧
約
釈
義
の
時
に
は
、
邦
語
科
生
の
為
に
、
博
士
の
通

訳
の
労
を
取
っ
た
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
何
時
も
田
中
君
の
態

度
は
、
凡
て
が
長
者
の
風
を
具
備
し
て
、
一
行
の
指
導
者
」
で
あ
っ

た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
杉
原
は
、
伝
道
師
・
牧
師
と
し
て

の
田
中
を
賞
賛
す
る
と
と
も
に
、「
同
君
の
才
幹
力
量
を
致
す
に
最

も
所
を
得
た
も
の
」
と
し
て
、
関
西
学
院
中
学
部
の
部
長
と
し
て
の

仕
事
を
挙
げ
る
。「
教
育
者
と
し
て
、
而
も
宗
教
の
精
神
を
以
て
の

教
育
者
と
し
て
、
又
深
い
信
仰
生
活
を
体
験
せ
る
基
督
的
教
育
者
と

し
て
」
の
仕
事
を
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
か
の
よ

う
に
、
次
男
田
中
彰
寛
が
牧
師
の
道
で
は
な
く
教
育
者
と
し
て
の
道

を
歩
む
決
心
を
し
た
際
に
、「
お
前
は
教
師
に
な
っ
て
も
伝
道
者
の

精
神
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

「
田
中
君
の
死
は
、
我
教
界
に
取
つ
て
も
我
教
育
界
に
取
て
も
、
大

な
る
損
失
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
神
よ
、
願
は
く
ば
、
此
の
人
に
代

わ
る
べ
き
人
物
を
與
へ
給
へ
と
祈
る
こ
と
は
、
余
の
衷
心
の
願
ひ
で

あ
り
ま
す
」
と
杉
原
は
結
ぶ
。
こ
の
杉
原
の
衷
心
か
ら
の
願
い
は
か

な
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

Ⅲ　

お
わ
り
に

　

杉
原
成
義
は
そ
の
追
悼
文
の
中
で
「
見
る
か
ら
に
有
為
の
青
年
で

あ
り
」「
神
学
校
〈
フ
ィ
ラ
ン
デ
ル
・
ス
ミ
ス
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
一
致
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【
注
】

（
１
） 

こ
の
略
歴
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
田
中
義
弘
「
自
筆 

家
族
構

成 

」（
大
正
元
年
作
成
）、『
大
分
基
督
教
会
歴
史 

（
壱
） 

』（
大
分

教
会
所
蔵
、 

学
院
史
編
纂
室
資
料
、Y

/2―
/O
I

）、『
神
戸
栄
光
教

会
七
十
年
史
』（
日
本
基
督
教
団
神
戸
栄
光
教
会
、一
九
五
八
）、『
信

仰
三
十
年
基
督
者
列
伝
』（
警
醒
社
、
一
九
二
一
、二
四
頁
）、『
第

二
三
回
西
部
年
会
記
録
』（
一
九
三
〇
、 

巻
頭
頁
）等
を
利
用
し
た
。

（
２
） 

在
籍
し
た
小
学
校
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
学
校
は
、
一
八
八
一

年
当
時
県
内
に
は
広
島
中
学
校
と
福
山
中
学
校
の
二
校
だ
け
で

あ
っ
た
の
で
、お
そ
ら
く
広
島
中
学
校
を
卒
業
し
た
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』（
五
八
〜
九
頁
）。『
図
説

広
島
市
の
歴
史
』（
郷
土
出
版
社
、二
〇
〇
一
、一
七
一
頁
）。
ま
た
、

第
三
高
等
中
学
校
は
、
一
八
八
六
年
の
中
学
校
令
制
定
に
よ
り
二

年
制
（
本
科
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
た
だ
こ
の
頃
の
高
等
中

学
校
は
尋
常
中
学
校
か
ら
直
ち
に
入
学
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
く
ら
い
程
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
身
で
あ
る
大
阪

中
学
校
は
正
規
の
官
立
中
学
校
の
最
初
の
も
の
と
し
て
発
足
し
、

第
三
高
等
中
学
校
と
し
て
改
称
さ
れ
て
も
（
一
八
八
五
年
に
大
学

分
校
と
組
織
変
更
し
て
い
る
）
内
容
は
あ
ま
り
変
わ
り
な
く
、
大

阪
中
学
校
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
第
三
高
等
中
学
校
に
継
承
さ
れ
た

と
い
え
る
。
学
校
は
本
科
二
年
と
予
科
三
年
に
わ
か
れ
、
入
学
資

格
は
予
科
が
一
四
歳
、
本
科
が
一
七
歳
以
上
と
定
め
ら
れ
た
（
井

上
琢
智
「
文
部
行
政
と
関
西
学
院｣

（『
関
西
学
院
史
紀
要
』
第

三
号
、
二
〇
〜
二
一
頁
）。『
大
阪
府
教
育
百
年
史
』
第
一
巻
、
概

説
編
（
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
一
九
七
三
、六
四
六
〜
五
〇
頁
）、

『
学
制
八
十
年
史
』（
文
部
省
、
一
九
五
四
、一
三
〇
〜
三
二
頁
、

八
一
七
〜
一
九
頁
、
図
表
一
〇
二
八
頁
）、『
目
で
み
る
教
育
の

あ
ゆ
み
』（
文
部
省
、
一
九
六
七
、三
六
頁
）、『
広
島
女
学
院
創
立

五
十
周
年
記
念
誌
』（
広
島
女
学
院
、一
九
三
六
、一
六
〜
一
七
頁
）、

『
広
島
中
央
教
会
五
十
年
史
』（
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
広
島
中
央
教
会
、

一
九
三
六
、四
頁
）。
海
軍
兵
学
校
に
つ
い
て
は
、
明
治
政
府
は

一
八
六
九
年
七
月
海
軍
操
練
所
を
創
立
し
、
同
年
九
月
に
東
京
築

地
の
元
芸
州
屋
敷
に
置
い
た
。
翌
七
〇
年
一
一
月
、
海
軍
兵
学
寮

と
改
称
、
翌
七
一
年
一
月
、
太
政
官
布
達
を
も
っ
て
「
海
軍
兵
学

寮
規
則
」
を
公
布
し
第
四
条
で
「
幼
年
学
舎
は
一
五
歳
以
上
一
九

歳
以
下
の
有
志
の
者
を
教
導
し
…
…
」
と
規
定
し
た
。
一
八
七
六

年
八
月
三
一
日
、
海
軍
兵
学
校
と
改
称
。
一
八
八
三
年
六
月
、
東

京
で
最
初
の
赤
煉
瓦
造
の
生
徒
館
が
新
築
落
成
す
る
な
ど
、
海
軍

兵
学
校
の
内
容
は
設
備
概
観
共
々
充
実
整
備
さ
れ
た
。
し
か
し
、

一
八
八
六
年
一
月
、
海
軍
兵
学
校
次
長
兼
教
務
総
理
の
伊
地
知
弘

一
中
佐
の
江
田
島
移
転
へ
の
要
望
が
強
く
あ
り
、
同
九
月
移
転

が
本
決
ま
り
と
な
っ
た
。
一
一
月
工
事
に
着
工
、
一
八
八
八
年
八

月
一
日
を
も
っ
て
海
軍
兵
学
校
は
江
田
島
本
浦
の
新
校
舎
に
移
さ

れ
、八
月
一
三
日
に
開
校
さ
れ
た
（『
海
軍
兵
学
校
沿
革
』
原
書
房
、

一
九
六
八
、一
〜
四
〇
七
頁
）。

（
３
） 

前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』（
五
八
〜
五
九
頁
）
で
は
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Ｊ
・
Ｗ
・
ラ
ン
バ
ス
か
ら
洗
礼
を
受
け
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、

同
年
五
月
は
太
田
義
三
郎
、
松
本
益
吉
等
が
、
聖
誕
節
に
は
住
田

吉
太
郎
（
後
に
三
戸
と
改
姓
）
が
、
六
月
一
二
日
に
は
中
山
栄
之

助
が
受
洗
。
中
條
順
子
（
義
弘
の
孫
）
氏
の
話
（「
学
院
史
編
纂

室
第
二
〇
回
研
究
月
例
会
レ
ジ
ュ
メ
」
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
四

日
）
で
は
、
田
中
の
基
督
教
入
信
に
つ
い
て
は
、
父
莠
造
の
影
響

と
さ
れ
て
い
る
が
、前
掲
書
『
広
島
中
央
教
会
五
十
年
史
』（
四
頁
）

に
よ
る
と
田
中
の
ほ
う
が
早
く
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。 

た
だ
、
前

掲
書
『
広
島
女
学
院
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』（
一
七
頁
）
で
は
、

父
莠
造
は
創
立
の
頃
か
ら
書
記
及
び
事
務
一
般
の
仕
事
を
引
き
受

け
て
い
る
真
面
目
な
人
物
だ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
基
督

教
に
深
い
理
解
が
あ
る
家
庭
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
彼
の
受
洗
に
つ

な
が
っ
た
と
い
え
る
。

（
４
） 

正
式
に
は
「
予
備
学
校
」。
校
長
は
中
村
平
三
郎
で
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
の
英
語
を
中
心
と
す
る
学
校
で
あ
っ
た
。
東
区
博
労
町
に

あ
り
、分
校
が
西
区
京
町
堀
上
通
に
あ
っ
た
。『
大
阪
学
校
便
覧
全
』

（
江
本
巧
、
一
八
八
八
、 

国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
）。
中
村
は
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
の
大
阪
伝
道
で
導
か
れ
、

一
八
八
八
年
に
Ｏ
・
Ａ
・
デ
ュ
ー
ク
ス
（D

ukes

）
よ
り
受
洗
し
、

そ
の
関
係
で
「
私
立
関
西
学
院
設
立
御
願
」
で
院
主
・
幹
事
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
学
校
に
つ
い
て
は
、
上
司
小
剣
は

「（
東
区
）
博
労
町
の
板
屋
橋
筋
近
く
に
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義

の
大
阪
予
備
校
に
入
学
し
た
・
・
・
」
と
し
て
い
る
（『
大
阪
近

代
文
学
事
典
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
、八
四
頁
）。

（
５
） 

Ｂ
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
タ
ス
（W

aters

）
は
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
の
宣
教
師
。 

一
八
八
七
年
一
〇
月
二
九
日
来
日
、
翌
年
三
月
大
分
県
尋
常
中
学

校
の
招
聘
に
応
じ
て
大
分
に
行
っ
た
が
、
官
職
で
あ
る
の
で
公
開

説
教
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
年
七
月
後
任
の
Ｓ
・
Ｈ
・
ウ
ェ
ン

ラ
イ
ト
（W

ainright

）
と
替
わ
り
神
戸
に
帰
る
（『
来
日
メ
ソ
ジ

ス
ト
宣
教
師
事
典
』
教
文
館
、
一
九
九
六
、二
八
五
頁
）。
大
阪
川

口
居
留
地
一
四
番
Ａ
に
一
八
九
五
年
か
ら
九
九
年
ま
で
住
ん
で
い

る
（
井
上
琢
智
・
遠
藤
ト
モ
・
西
口
忠
「
大
阪
在
住
外
国
人
名
簿

―

居
留
地
時
代　

一
八
六
八
〜
一
八
九
九―

」、
堀
田
暁
生
・
西

口
忠『
大
阪
川
口
居
留
地
の
研
究
』思
文
閣
、一
九
九
五
、六
三
頁
）。

（
６
） 

奈
古
寛ユ

タ

は
、
奈
古
佐
兵
衛
の
三
女
、
一
八
七
〇
年
九
月
二
七
日
、

和
歌
山
県
黒
江
村
（
現･

南
部
町
）
に
生
ま
れ
、
広
島
英
和
女
学

校
第
一
回
卒
業
生
で
あ
る
。『
大
分
教
会
員
名
簿
』（
大
分
教
会
所

蔵
、 

学
院
史
編
纂
室
資
料
、Y

/2―
/O
O

）、
前
掲
書
『
神
戸
栄
光

教
会
七
十
年
史
』（
六
〇
頁
）。

（
７
） 

こ
れ
は
八
月
神
戸
の
宣
教
師
会
に
お
い
て
ウ
ォ
ー
タ
ス
が
広
島

巡
回
区
に
任
用
さ
れ
、
広
島
教
区
を
担
当
し
た
こ
と
に
よ
る
。

『
大
分
基
督
教
会
歴
史 

（
壱
） 

』（
大
分
教
会
所
蔵
、 

学
院
史
編
纂

室
資
料
、Y

/2―
/O
O

）、『
大
分
教
会
の
百
年
』（
日
本
キ
リ
ス

ト
教
団
大
分
教
会
、
一
九
八
八
、二
〇
〜
二
一
頁
）、『
ウ
エ
ン
ラ

イ
ト
伝
』（
教
文
館
、
一
九
四
〇
、二
二
頁
）、
前
掲
書
『
広
島
中

央
教
会
五
十
年
史
』（
四
頁
）、
中
村
金
次
『
南
美
宣
教
五
十
年
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史
』（
神
戸
中
央
教
会
内
南
美
宣
教
五
十
年
記
念
運
動
事
務
所
、

一
九
三
六
、三
四
頁
）、
前
掲
書
『
広
島
女
学
院
創
立
五
十
周
年
記

念
誌
』（
一
六
〜
一
九
頁
、
五
七
八
頁
）。

（
８
） 
フ
ィ
ラ
ン
デ
ル･

ス
ミ
ス･

メ
ソ
ヂ
ス
ト
一
致
神
学
校 

（Philander 

Sm
ith Biblical Institute U

nion M
ethodist T

heological 

School

）
は
、
一
八
八
六
年
に
ア
メ
リ
カ
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教

会
（
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
と
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）
の
そ

れ
ぞ
れ
の
神
学
校
が
連
合
し
、
東
京
青
山
の
地
に
設
立
さ
れ
た
。

当
時
日
本
で
の
伝
道
を
新
し
く
開
始
し
た
南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教

会
（
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
に
も
参
加
が
求
め
ら
れ
、
一
八
八
八
年
六
月
に

加
入
を
し
、Ｊ
・
Ｃ
・
Ｃ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
教
員
と
な
っ
た
（M

inutes 

of the Annual M
eeting of the Japan M

ission of the M
ethodist 

Episcopal C
hurch South. 

〈
以
下
でYear Book
と
略
記
す
る
〉、

1888, p.4

）、『
老
ラ
ン
バ
ス
筆
記 

日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
記
録
』〈
英

文
手
書
資
料
コ
ピ
ー
、
一
八
八
六
〜
一
八
八
九
、二
五
頁
、
二
八

頁
、
学
院
史
編
纂
室
資
料
、A

A
/6―

/3

〉、『
フ
ィ
ラ
ン
デ
ル
・

ス
ミ
ス
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
一
致
神
学
校
要
覧
』（U

nion M
ethodist 

T
heological School,1888―9, pp.15―17

）『
関
西
学
院
百
年
史

通
史
編
Ⅰ
』（
一
九
九
七
、六
二
〜
六
五
頁
）。

（
９
）Year Book 1889, p.3.

（
10
） 

こ
の
転
校
生
に
つ
い
て
鵜
崎
の
記
録（
鵜
崎
庚
午
郎｢

祝
辞
」『
関

西
学
報
』
第
八
号
、一
九
〇
九
年
一
二
月
、五
〜
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、

田
中
義
弘
、
中
山
栄
之
助
、
鵜
崎
庚
午
郎
だ
け
を
記
し
て
あ
る

が
、
他
に
も
四
名
が
い
る
。
前
掲
書
『
関
西
学
院
百
年
史
通
史
編

Ⅰ
』
六
五
頁
、「
関
西
学
院
神
学
生
姓
名
録
」（
学
院
史
編
纂
室
資

料
、DA

/6―
/

）、「
創
立
時
在
籍
者
名
簿
」（
学
院
史
編
纂
室
資
料
、

D
A
/6―

/

）、「
在
学
証
書 

神
学
部 

一
八
八
九
〜
一
九
〇
八
」（
学

院
史
編
纂
室
資
料
、D

A
/6―

/

）。

（
11
）『
基
督
教
青
年
』
第
四
号
・
第
六
号
（
基
督
教
青
年
同
盟
社
、

一
八
八
九
・
一
八
九
〇
、二
五
頁
、
三
一
頁
）。

（
12
） 

関
西
学
院
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
『
関
西
学
院
青
年
会
記
録 

自
明
治
二
二
年
一
一
月
〜
至
明
治
三
二
年
六
月
』
関
西
学
院
キ

リ
ス
ト
教
教
育
史
資
料
Ⅰ
（
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
研
究
室
、

一
九
七
六
）
に
詳
し
い
。

（
13
） 

前
掲
書
『
関
西
学
院
青
年
会
記
録
』
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
教

育
史
資
料
Ⅰ
、
三
〜
六
頁
。

（
14
） 

前
掲
書
『
関
西
学
院
青
年
会
記
録
』
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
教

育
史
資
料
Ⅰ
、
八
頁
。

（
15
） Year Book 1891, pp.14―15, p.39.

な
お
Ｋ
・
ハ
ー
ラ
ン（H

arlan

）

に
つ
い
て
は
、
帰
国
後
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
の
私
設
秘
書
と
し
て

二
四
年
間
勤
め
た
（
前
掲
書
『
来
日
メ
ソ
ジ
ス
ト
宣
教
師
事
典
』

一
〇
六
頁
）。

（
16
） 
前
掲
書
『
広
島
中
央
教
会
五
十
年
史
』
七
頁
、
前
掲
書
『
神
戸

栄
光
教
会
七
十
年
史
』
五
九
頁
、Year Book 1891, p.5, p.12.

（
17
） 

日
野
原
善
輔｢

今
に
忘
れ
得
ぬ
思
ひ
出｣

（『
関
西
学
院
新
聞 ―

移
転
一
周
年
記
念
号―

 

』
一
九
三
〇
）。
日
野
原
善
輔
に
つ
い
て
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は
『
関
西
学
院
史
紀
要
』 

第
十
四
号
、
一
五
七
〜
七
五
頁
を
参
照
。

（
18
）『
南
美
以
日
本
年
会
記
録
』
第
一
期
（
一
八
九
二
、一
一
頁
、
一
八

頁
）、Year Book 1891, p.5.

（
19
）『
南
美
以
日
本
年
会
記
録
』
第
二
期
（
一
八
九
三
、九
頁
、一
四
頁
）。

｢

教
職
試
補｣

は
伝
道
師
と
し
て
三
年
以
上
伝
道
に
従
事
す
る

か
神
学
校
四
年
以
上
の
学
業
を
終
え
、
教
区
ま
た
は
部
会
の
推

薦
を
得
、
年
会
の
学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
で
あ
り
、｢

執
事｣

は
、｢

教
職
試
補｣
と
し
て
二
年
以
上
伝
道
し
部
会
の
推
薦
を
得
、

年
会
の
学
科
試
験
に
合
格
し
て
、
年
会
の
選
挙
に
よ
り
監
督
の

按
手
を
経
た
者
で
あ
り
、
説
教
、
洗
礼
の
執
行
お
よ
び｢

長
老

｣

を
助
け
聖
餐
を
執
行
す
る
機
能
を
持
つ
。
さ
ら
に｢

長
老｣

は
、

｢

執
事｣

と
し
て
二
年
以
上
伝
道
し
年
会
の
学
科
試
験
に
合
格
し

た
者
で
、
年
会
の
選
挙
に
よ
り
監
督
、
長
老
の
按
手
を
経
た
者
で

あ
り
、
説
教
、
聖
礼
典
執
行
の
機
能
を
有
し
た
。
ま
た
、｢

伝
道

師｣

は
、
当
局
の
任
命
で
各
地
を
巡
回
し
、
伝
道
に
従
事
す
る
も

の
で
あ
り
、
四
季
会
の
推
薦
、
部
会
の
査
察
を
受
け
、
学
科
試
験

に
合
格
し
て
そ
の
証
状
を
受
け
た
。
他
に
婦
人
伝
道
師
、
定
住
伝

道
師
が
あ
る
。｢

勧
士｣

は
、牧
師
の
指
導
の
下
に
伝
道
に
従
事
し
、

教
会
会
議
の
指
名
に
よ
り
、
四
季
会
の
証
状
あ
る
い
は
組
長
、
幹

事
会
の
指
名
に
よ
り
牧
師
の
証
状
に
よ
り
こ
の
職
に
付
い
た
（
土

肥
昭
夫
『
京
の
あ
る
教
会
の
あ
ゆ
み ―

京
南
・
京
北
教
会
史―

』

（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
北
教
会
、
一
九
八
四
、一
八
一
頁
）。

（
20
）「
関
西
学
院
評
議
員
会
記
録
」（
学
院
史
編
纂
室
資
料
、AB/3―

/

）。

（
21
） 『
南
美
以
教
会
日
本
年
会
記
録
』
第
三
期
、
一
八
九
四
、一
〇
頁
、

二
六
頁
。

（
22
）
前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』
四
四
〜
四
五
頁
。

（
23
） 

前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』
六
〇
頁
。

（
24
）
前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』
六
〇
頁
。

（
25
） 『
南
美
以
日
本
年
会
記
録
』
第
五
期
、
一
八
九
六
、一
〇
頁
。

（
26
）『
南
美
以
日
本
年
会
記
録
』
第
六
期
、
一
八
九
七
、一
八
頁
。

（
27
）
前
掲
「
自
筆　

家
族
構
成
」、
前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年

史
』
六
二
頁
。 

（
28
）『
関
西
学
院
同
窓
会
報
』
第
一
号
、
一
八
九
九
、一
〇
頁
。

（
29
）『
南
美
以
日
本
年
会
記
録
』
第
七
期
、
一
八
九
八
、一
四
頁
。

（
30
）『
関
西
学
院
同
窓
会
報
』
第
三
号
、
一
九
〇
〇
、六
頁
。
な
お
、

説
教
の
タ
イ
ト
ル
は
不
明
で
あ
る
。

（
31
）『
護
教
』
第
四
六
八
号
、
一
九
〇
〇
年
七
月
一
三
日
、
一
頁
。

（
32
）『
南
美
以
日
本
年
会
記
録
』
第
九
期
、
一
八
九
九
、二
〇
頁
。

（
33
）『
護
教
』
第
五
三
八
号
、
一
九
〇
一
年
一
一
月
一
六
日
、
七
頁
。

（
34
） 

前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』
六
〇
頁
、『
南
美
以
日
本

年
会
記
録
』
第
一
一
期
（
一
九
〇
二
、 

六
頁
、
一
八
〜
一
九
頁
）。

な
お
、
広
島
で
開
い
た
「
高
等
英
学
院
」
に
つ
い
て
は
、
不
明
で

あ
る
。『
広
島
中
央
教
会
五
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、「
当
時
エ
ポ
ー

ス
同
盟
会
を
組
織
し
、
教
会
の
経
済
を
助
け
、
伝
道
の
門
戸
を
開

く
た
め
に
英
語
会
を
起
こ
し
…
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

こ
の
英
語
会
が
「
高
等
英
学
院
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
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（
35
）
前
掲
「
自
筆　

家
族
構
成
」。
田
中
彰
寛
は
、
旧
制
第
三
高

等
学
校
を
経
て
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
独
文
科
に
学
び
、

一
九
二
七
年
卒
業
、
同
年
一
年
志
願
兵
と
し
て
一
〇
ヶ
月
入

隊
。
一
九
二
八
年
四
月
よ
り
関
西
学
院
専
門
部
文
学
部
の
ド
イ

ツ
語
の
講
師
に
就
任
。 

一
九
三
二
年
に
大
学
予
科
の
新
設
に
伴
い

同
教
授
。
一
九
三
八
年
、
日
中
戦
争
の
た
め
一
ヶ
年
北
支
に
出

勤
。
一
九
四
四
年
専
門
学
校
理
工
科
新
設
に
伴
い
同
教
授
に
就

任
。
同
年
八
月
第
二
次
大
戦
の
た
め
応
召
、
約
一
ヶ
年
内
勤
。
敗

戦
に
よ
り
一
九
四
六
年
学
院
に
帰
任
し
、
理
工
科
で
教
鞭
を
と

る
。
一
九
五
一
年
の
理
工
科
廃
止
に
よ
り
、
四
月
に
設
置
さ
れ

た
短
期
大
学
英
文
科
教
授
に
就
任
。
一
九
五
四
年
の
短
大
廃
止

に
よ
り
経
済
学
部
教
授
に
就
任
。
シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
博
士
を
訪

問
す
る
な
ど
シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
研
究
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宗
教

音
楽
に
造
詣
が
深
く
、
一
九
五
一
年
に
関
西
学
院
聖
歌
隊
の
発

足
と
と
も
に
、
聖
歌
隊
長
と
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
基
督
教
団

賛
美
歌
委
員
会
専
門
委
員
と
し
て
、
賛
美
歌
第
二
編
の
編
集
に
参

加
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
九
四
番
・
九
五
番
な
ど
一
三
曲
の
歌
詞
を

翻
訳
し
た
。
一
九
六
九
年
四
月
名
誉
教
授
と
な
っ
た
が
、
五
月
死

去
し
た
（『
関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
五
十
年
史
』
一
九
八
四
年
、

四
三
四
〜
四
三
五
頁
）。
ま
た
、
彼
の
履
歴
・
業
績
に
つ
い
て
は

『
文
学
語
学
論
集 ―

田
中
彰
寛
先
生
退
職
記
念―

』（
経
済
学
部
、

一
九
六
九
年
四
月
、
一
三
七
〜
一
四
二
頁
）
を
参
照
。

（
36
） 『
護
教
』
第
六
二
六
号
、
一
九
〇
三
年
七
月
二
五
日
、
一
一
頁
。

（
37
）  

前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』
六
〇
頁
、『
南
美
以
日
本

年
会
記
録
』
第
一
二
期
、
四
〇
頁
、Year Book 1904, p.49. 

前

掲
書
『
広
島
女
学
院
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
六
八
頁
。

（
38
）  

前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』
六
〇
頁
。

（
39
） 『
南
美
以
日
本
年
会
記
録
』
第
一
三
期
、
一
九
〇
四
、一
〇
頁
、

一
六
頁
。

（
40
） 『
時
計
台
』
No.
七
八
、
関
西
学
院
大
学
図
書
館
、
二
〇
〇
八
年
四

月
一
日
、
二
八
〜
二
九
頁
。

（
41
） 『
護
教
』
第
七
二
四
号
、
一
九
〇
五
年
六
月
一
〇
日
、
二
二
頁
。

（
42
） 『
南
美
以
日
本
年
会
記
録
』
第
一
四
期
、
一
九
〇
五
、一
四
頁
。

（
43
） 『
京
都
御
幸
町
教
会
百
年
史
』
日
本
基
督
教
団
京
都
御
幸
町
教
会
、

二
〇
〇
四
、二
四
頁
。

（
44
） 

前
掲
「
自
筆　

家
族
構
成
」。　

（
45
） 『
護
教
』
第
八
一
〇
号
、
一
九
〇
七
年
二
月
二
日
、
九
頁
。

（
46
）  

前
掲
書
『
関
西
学
院
百
年
史
通
史
編
Ⅰ
』
二
三
一
〜
三
三
頁
。 

（
47
） 『
護
教
』
第
八
四
一
号
（
一
九
〇
七
年
九
月
七
日
、一
三
頁
）、『
関

西
文
壇 

』
第
三
号 

（
一
九
〇
七
、六
一
頁
、
七
一
頁
）。

（
48
）  

京
都
中
央
基
督
教
会
は
、
こ
の
年
の
七
月
二
〇
日
に
日
本
メ
ソ

ヂ
ス
ト
京
都
中
央
教
会
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。
前
掲
書
『
京
都
御

幸
町
教
会
百
年
史
』
二
七
〜
二
八
頁
、
四
二
六
頁
。

（
49
） 『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
西
部
年
会
記
録
』
第
一
回
（
一
九
〇
八

年
三
月
、
一
〜
三
頁
、
五
六
頁
）。
な
お
、
田
中
義
弘
の
職
名
は

京
都
教
会
主
任
牧
師
お
よ
び
関
西
学
院
教
職
員
と
さ
れ
て
い
る
。
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但
し
、
一
九
〇
九
年
の
『
私
立
関
西
学
院
一
覧
』
に
は
神
学
部
教

授
と
し
て
記
載
。

（
50
） 『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
西
部
年
会
記
録
』
第
二
回
（
一
九
〇
八

年
三
月
、
三
九
頁
）。

（
51
） 「
神
学
校
職
員
名
簿 

明
治
四
四
年
」、
学
院
史
編
纂
室
資
料
、

D
A
/4―
/ 

。

（
52
） 『
関
西
学
報
』第
七
号（
一
九
〇
九
年
七
月
、六
四
頁
）、前
掲
書『
日

本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
西
部
年
会
』
第
二
回
（
九
三
頁
）。

（
53
） 『
護
教
』
第
九
二
三
号
、
一
九
〇
九
年
四
月
三
日
、
一
五
頁
。

（
54
） 『
護
教
』
第
九
三
五
号
、
一
九
〇
九
年
六
月
二
六
日
、
一
五
頁
。

（
55
） 『
護
教
』
第
九
四
二
〜
九
四
三
号
、
一
九
〇
九
年
八
月
一
四
〜

二
一
日
、
一
一
〜
一
二
頁
、
一
〇
頁
、
第
九
五
五
〜
九
五
六
号
、

一
一
月
一
三
日
〜
二
〇
日
、
七
〜
八
頁
、
七
〜
八
頁
。

（
56
） 『
護
教
』
第
九
七
〇
〜
九
七
二
号
、
一
九
一
〇
年
二
月
二
六
日
〜

三
月
一
二
日
、一
一
〜
一
二
頁
、一
〇
〜
一
一
頁
、一
一
〜
一
二
頁
。

（
57
） 『
関
西
学
報
』
第
一
〇
号
、
一
九
一
〇
年
七
月
、
一
一
四
頁
。

（
58
） 『
護
教
』
第
九
八
五
号
、
一
九
一
〇
年
六
月
一
一
日
、
一
四
頁
。

（
59
） 『
護
教
』
第
九
八
六
〜
九
八
七
号
、
一
九
一
〇
年
六
月
一
八
日
〜

六
月
二
五
日
、
一
四
頁
、
一
四
頁
。

（
60
） 『
護
教
』
第
九
八
七
〜
九
八
八
号
、
一
九
一
〇
年
六
月
二
五
日
〜

七
月
二
日
、
一
五
頁
、
一
一
〜
一
二
頁
。
第
九
九
〇
〜
九
九
一
号
、

一
九
一
〇
年
七
月
一
六
〜
二
三
日
、
一
三
〜
一
四
頁
、
一
四
頁
。

（
61
） 『
護
教
』
第
九
八
七
号
、
一
九
一
〇
年
六
月
二
五
日
、
一
五
頁
。

（
62
） 『
護
教
』
第
一
〇
〇
六
号
、一
九
一
〇
年
一
一
月
五
日
、五
〜
六
頁
。

（
63
） 『
関
西
学
報
』
第
一
一
号
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
、
一
三
五
頁
。

（
64
） 『
護
教
』
第
一
〇
一
八
号
、
一
九
一
一
年
一
月
二
八
日
、
一
五
頁
。

（
65
） 『
護
教
』
第
一
〇
二
〇
号
、
一
九
一
〇
年
二
月
一
一
日
、
一
四
〜

一
五
頁
。

（
66
） 「
日
誌 ―

私
立
関
西
学
院―

」、
一
九
一
一
年
二
月
一
一
〜
一
五

日
、 

学
院
史
編
纂
室
資
料
、A

B/10―
1/ 

。

（
67
） 『
関
西
学
報
』
第
一
二
号
、
一
九
一
一
年
六
月
、
九
七
頁
。

（
68
）  

前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』（
六
一
頁
）、『
護
教
』
第

一
〇
二
三
号
（
一
九
一
一
年
三
月
四
日
、
一
四
頁
）。

（
69
） 『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
西
部
年
会
記
録
』第
六
回（
一
九
一
三
、二
七

頁
）、『
関
西
学
報
』
第
一
六
号
（
一
九
一
三
年
九
月
、
七
六
頁
）、

前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』
六
一
頁
。

（
70
） 『
関
西
学
報
』
第
一
九
号
、
一
九
一
四
年
一
二
月
、
一
五
八
頁
。

（
71
） 『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
西
部
年
会
記
録
』
第
八
回
、
一
九
一
五
、

　
　

五
五
頁
。

（
72
） 『
護
教
』
第
一
二
一
五
号
、一
九
一
四
年
一
一
月
一
三
日
、一
三
頁
。

（
73
） 『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
総
会
第
三
回
記
録
』（
一
九
一
五
、一
六

頁
）、
前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』（
六
一
頁
）。

（
74
） 『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
総
会
第
四
回
記
録
』、
一
九
一
九
、一
八

頁
。 

（
75
） 『
関
西
学
院
七
十
年
史
』、
一
九
五
九
、三
六
七
頁
。

（
76
）  

前
掲
書
『
神
戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』
六
一
頁 

。
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（
77
）  

Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
監
督
は
こ
の
年
の
九
月
二
六
日
に
死
去
。

（
78
） 

前
掲
書
『
関
西
学
院
七
十
年
史
』（
三
六
六
頁
）、
前
掲
書
『
神

戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』（
六
一
頁
）。

（
79
） 『
開
校
四
十
年
記
念　

関
西
学
院
史
』、
一
九
二
九
、一
七
〇
〜

七
二
頁
、
年
表
一
二
頁
。

（
80
）  

前
掲
書
『
関
西
学
院
七
十
年
史
』
三
六
七
頁
。

（
81
） 『
教
界
時
報
』第
一
七
八
九
号（
一
九
二
六
年
二
月
一
九
日
、六
頁
）、

『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
総
会
第
六
回
記
録
』（
一
九
二
七
、二
六

頁
、
五
五
頁
）。

（
82
） 『
教
界
時
報
』
第
一
七
九
六
号
（
一
九
二
六
年
四
月
九
日
、六
頁
）、

前
掲
書
『
開
校
四
十
年
記
念　

関
西
学
院
史
』（
年
表
一
五
頁
）。

（
83
） 『
教
界
時
報
』
第
一
八
一
七
号
、
一
九
二
六
年
九
月
三
日
、
七
頁
。

（
84
） 『
教
界
時
報
』
第
一
八
二
九
号
、
一
九
二
六
年
一
一
月
二
六
日
、

三
頁
。

（
85
）  

前
掲
書
『
関
西
学
院
百
年
史
通
史
編
Ⅰ
』
四
四
〇
頁
。

（
86
）  

中
村
賢
二
郎
「
逝
き
し
原
田
の
森
の
友
を
偲
ぶ
」（
前
掲
書
『
関

西
学
院
七
十
年
史
』
四
三
六
頁
）。

（
87
）  

前
掲
書
『 

開
校
四
十
年
記
念　

関
西
学
院
史
』
一
七
七
〜
七
八

頁
。

（
88
）  

前
掲
書
『
関
西
学
院
百
年
史
通
史
編
Ⅰ
』
四
五
三
〜
五
五
頁
。

（
89
）  

前
掲
書
『 

関
西
学
院
七
十
年
史
』（
三
七
〇
頁
）、
前
掲
書
『
神

戸
栄
光
教
会
七
十
年
史
』（
六
一
頁
）。 

（
90
）  

杉
原
成
義
は
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
横
浜
戸
部
教
会
牧
師
で
、

東
京
青
山
の
フ
ィ
ラ
ン
デ
ル
・
ス
ミ
ス
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
一
致
神
学

校
時
代
の
同
級
生
で
あ
る
（「
杉
原
成
義
」
前
掲
書
『
信
仰
三
十

年
基
督
者
列
伝
』
二
二
七
頁
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
笙
子
・
井
上
琢
智
）


